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(57)【要約】
【課題】引裂強度・滑脱抵抗が高く、毛羽立ちや破れが起こりにくく、耐久性に優れ、か
つ、風合いにも優れる、衣料、特にスポーツウェアやアウトドアウェア等の薄地軽量衣料
用積層体布帛の提供。
【解決手段】織物、丸編、及びトリコットからなる群から選ばれ、合成マルチフィラメン
トからなる表面層（１層目）、不織布である中間層（２層目）、及び樹脂フィルム層であ
る裏面層（３層目）の少なくとも３層を含む積層体布帛。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　織物、丸編、及びトリコットからなる群から選ばれ、合成マルチフィラメントからなる
表面層（１層目）、不織布である中間層（２層目）、及び樹脂フィルム層である裏面層（
３層目）の少なくとも３層を含む積層体布帛。
【請求項２】
　前記裏面層（３層目）である樹脂フィルム層側に、織物、編物、及びトリコットの中か
ら選ばれ、合成マルチフィラメントからなる層を、さらに含む、請求項１に記載の積層体
布帛。
【請求項３】
　前記表面層が織物であり、該織物を構成する繊維の繊度が５ｄｔｅｘ～３５ｄｔｅｘで
あり、そして該織物の目付が１０～５０ｇ／ｍ２である、請求項１又は２に記載の積層体
布帛。
【請求項４】
　前記合成マルチフィラメントが、ポリエステル繊維又はポリアミド繊維である、請求項
１～３のいずれか１項に記載の積層体布帛。
【請求項５】
　前記中間層（２層目）である不織布の目付が、１０～４０ｇ／ｍ２である、請求項１～
４のいずれか１項に記載の積層体布帛。
【請求項６】
　前記中間層（２層目）である不織布が、ポリエステル系、ポリアミド系又はポリプロピ
レン系のいずれかである、請求項１～５のいずれか１項に記載の積層体布帛。
【請求項７】
　前記裏面層（３層目）である樹脂フィルム層が、ポリエステル系樹脂、ポリオレフィン
系樹脂、ポリカーボネート系樹脂又はフッ素系樹脂のいずれかからなる、請求項１～６の
いずれか１項に記載の積層体布帛。
【請求項８】
　前記積層体布帛の引裂強度が、経緯とも１０Ｎ以上であり、かつ、重さが１５０ｇ／ｍ
２以下である、請求項１～７のいずれか１項に記載の積層体布帛。
【請求項９】
　前記積層体布帛の剥離強度が、５Ｎ／２．５４ｃｍ以上である、請求項１～８のいずれ
か１項に記載の積層体布帛。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載の積層体布帛を用いた衣料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薄地軽量布帛において、該積層体の中間層として不織布を用いることにより
、懸念となっている引裂強度・滑脱抵抗を高め、また、該不織布が表面層にないことによ
り洗濯後の外観品位が良く、衣類にしたときに快適に着用できる薄地軽量の積層体布帛に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　透湿性と防水性を併せ持つ透湿防水布帛は、身体からの発汗による水蒸気を衣服外へ放
出する機能と、雨が衣服内に侵入するのを防ぐ機能とを有するものである。このような透
湿防水布帛は、スポーツ衣料や防寒衣料等の素材として使用され、その中でも、運動に伴
う発汗量の比較的多いスポーツやアウトドアのための衣料用素材として多く用いられてお
り、特に、スキー、アスレチック、登山分野においては必要不可欠な衣料用素材となって
いる。
【０００３】
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　従来から、スポーツウェアやアウトドアウェア等の、防風性や防水透湿性などが要求さ
れる衣料用途などにおいては、軽量・コンパクト化が進んでいる。しかしながら、最低限
の耐久性を備えつつ、柔らかい風合いが求められている。布帛の軽量化を達成するために
は細繊度の糸を使用することになるが、細繊度になると布帛の引裂強度が低下し、衣料と
なった場合、他の物体との摩擦や擦れにより破れが生じ衣料として適さなくなる。一般的
に引裂強度は経緯とも１０Ｎ以上が好ましいが、細繊度糸になると１０Ｎを超えることが
困難となる。
【０００４】
　細繊度の布帛に耐久性を持たせるために、従来から不織布と樹脂フィルムとを積層する
ことや（下記特許文献１、２参照）、不織布の上下を樹脂で積層すること（下記特許文献
３参照）などが提案されている。
　しかしながら、これらの技術では、引裂強度が優れるものの、耐摩耗性が低く、洗濯後
における風合や品位を維持することができない。
　具体的には、特許文献１には、「表面層に織物、編物、不織布の一群の中から選ばれる
一種を使用し、中層に樹脂フィルムまたは不織布を使用し、裏面層に編物を使用する」と
記載されているが、特許文献１に記載された技術では、表面層に不織布を使用すると、引
裂は向上するものの、洗濯後の品位が著しく悪くなる。
　また、特許文献２には、「表面層１として織物、編物、不織布の群から選ばれる一種を
使用し、中層２に樹脂フィルムを使用し、裏面層３に３３デシテックス以下の合成繊維マ
ルチフィラメント糸条からなり６．４５ｃｍ２当たりの編目数が５，５００～１２，００
０個のシングル丸編地を使用し、これらが積層」と記載されているが、特許文献２に記載
された技術では、表面層に不織布を使用すると、引裂は向上するものの、洗濯後の品位が
著しく悪くなる。
　さらに、特許文献３には、不織布を中間層に配し、中間層の上層及び下層に熱可塑性樹
脂を主体とする繊維を配した複合化シートと記載されているが、衣料として適する引裂強
度は達成されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１３－１１６６２５号公報
【特許文献２】特開２０１２－１３５９６８号公報
【特許文献３】特開２０１３－１０３３４７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　衣料用布帛には、軽量感、ソフト感、弾力感、発色性といった特性が欠かせず、通常の
フィラメント糸を用いればこのような特性を布帛に付与することはできるが、軽量感を例
に取ると、細繊度糸を用いることにより、軽量感は達成されるが、衣料として十分な強力
が得られない等、特性の一部が奪われることがある。
　かかる事項及び前記した従来技術の問題に鑑み、本発明が解決しようとする課題は、衣
料、特に、スポーツウェアやアウトドアウェア等の薄地軽量布帛において、引裂強度・滑
脱抵抗が高く、毛羽立ちや破れが起こりにくく、耐久性に優れ、かつ、風合いにも優れる
薄地軽量の布帛を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者は、上記課題を達成すべく鋭意研究し実験を重ねた結果、薄地軽量の衣料用布
帛の実着用における引裂強度を高めるために、積層体布帛の中間層として不織布を積層す
ることにより、同時に衣料用布帛において不織布の欠点である耐摩耗性や洗濯後の外観変
化を防ぐことができることを見出し、本発明を完成するに至ったものである。
【０００８】
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　すなわち、本発明は以下の通りのものである。
　［１］織物、丸編、及びトリコットからなる群から選ばれ、合成マルチフィラメントか
らなる表面層（１層目）、不織布である中間層（２層目）、及び樹脂フィルム層である裏
面層（３層目）の少なくとも３層を含む積層体布帛。
　［２］前記裏面層（３層目）である樹脂フィルム層側に、織物、編物、及びトリコット
の中から選ばれ、合成マルチフィラメントからなる層を、さらに含む、前記［１］に記載
の積層体布帛。
　［３］前記表面層が織物であり、該織物を構成する繊維の繊度が５ｄｔｅｘ～３５ｄｔ
ｅｘであり、そして該織物の目付が１０～５０ｇ／ｍ２である、前記［１］又は［２］に
記載の積層体布帛。
　［４］前記合成マルチフィラメントが、ポリエステル繊維又はポリアミド繊維である、
前記［１］～［３］のいずれかに記載の積層体布帛。
　［５］前記中間層（２層目）である不織布の目付が、１０～４０ｇ／ｍ２である、前記
［１］～［４］のいずれかに記載の積層体布帛。
　［６］前記中間層（２層目）である不織布が、ポリエステル系、ポリアミド系又はポリ
プロピレン系のいずれかである、前記［１］～［５］のいずれかに記載の積層体布帛。
　［７］前記裏面層（３層目）である樹脂フィルム層が、ポリエステル系樹脂、ポリオレ
フィン系樹脂、ポリカーボネート系樹脂又はフッ素系樹脂のいずれかからなる、前記［１
］～［６］のいずれかに記載の積層体布帛。
　［８］前記積層体布帛の引裂強度が、経緯とも１０Ｎ以上であり、かつ、重さが１５０
ｇ／ｍ２以下である、前記［１］～［７］のいずれかに記載の積層体布帛。
　［９］前記積層体布帛の剥離強度が、５Ｎ／２．５４ｃｍ以上である、前記［１］～［
８］いずれかに記載の積層体布帛。
　［１０］前記［１］～［９］のいずれかに記載の積層体布帛を用いた衣料。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、表又は裏面層に不織布を用いた場合の耐摩耗性の低下や洗濯後の風合
や品位の劣化を防止しつつ、軽量で耐久性のある積層体布帛が得られる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に本発明の実施形態を詳細に説明する。
　本実施形態の積層体布帛の表面層に使用する生地は、織物、丸編、及びトリコットから
なる群から選ばれるいずれか一種である。
　表面層の織物、丸編又はトリコットは、合成繊維マルチフィラメントから構成される。
合成繊維の素材は特に限定されず、ポリエチレンテレフタレート、ポリトリメチレンテレ
フタレート、ポリエチレンナフタレート、又はそれらの共重合体であるポリエステル系繊
維、あるいはナイロン６、６６、６１０、６１２又はその共重合体若しくはブレンド物で
ある、ポリアミド系繊維、ポリエチレン、ポリプロピレン等のポリオレフィン繊維等であ
ることができる。例えば、積層体布帛を、強度、耐久性、軽量性などが重視される登山着
に使用する場合は、ポリエステル繊維やポリアミド繊維から構成された織物を使用するこ
とが好ましい。
【００１１】
　本実施形態において、表面層を構成する織物の組織は特に限定されないが、タフタやリ
ップストップ組織が軽量で耐久性のある布帛を作成できるため好ましい。リップストップ
タフタは、経糸及び／又は緯糸に、地糸を２～５本引き揃えて配列して製織することが一
般的であるが、地糸を２～５本引き揃える代わりに、これと同じ又はこれよりも太い一本
の糸を用いて製織してもよく、素材の違う合成繊維マルチフィラメント、例えば、高強力
ポリエステルや高強力ナイロン等の高強力繊維も配して製織してもよい。
【００１２】
　表面層の織物を構成する糸としては、生糸、複合糸、仮撚加工糸、タスラン加工糸など
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の加工糸が挙げられるが、生糸や加工糸が好ましく、仮撚加工糸がより好ましい。これは
織物製品を仕上げたとき、生糸よりも仮撚加工糸を使用する方が、織物の風合いをさらに
柔らかく仕上げやすいためである。
【００１３】
　仮撚加工糸としては、一般に用いられるピンタイプ、フリクションタイプ、ニップベル
トタイプ、エア加撚タイプ等如何なる方法によるものでもよいが、生産性の観点からフリ
クションタイプが好ましい。
【００１４】
　表面層を構成する、丸編の種類としては、平編（天竺）、１×１天竺、鹿の子編、リブ
編、両面編（スムース）、パール編、ポンチローマ編、ミラノリブ編、ブリスター編など
が挙げられる。
【００１５】
　表面層を構成する、トリコットの種類としては、シングルデンビ編、シングルコード編
、シングルアトラス編、ハーフトリコット編、ダブルデンビ編、サテン編などが挙げられ
る。
【００１６】
　合成繊維マルチフィラメントの単糸断面の形状は、特に限定されず、丸断面以外の異形
断面でも構わない。異形断面の形状としては三角、Ｙ字型、十字型、Ｗ型、Ｖ型等が挙げ
られるが、強度の面から丸断面が好ましい。
【００１７】
　表面層を構成する織物の合成繊維マルチフィラメントの繊度は５～３５ｄｔｅｘ、好ま
しくは７～２５ｄｔｅｘ、より好ましくは１０～２２ｄｔｅｘである。３５ｄｔｅｘを超
えると糸が太く、織物にした場合に厚く、硬くなり軽量の積層体布帛とならない。また、
５ｄｔｅｘより小さくした場合には、製織性が困難となる。
【００１８】
　織物の目付としては、１０～５０ｇ／ｍ２が好ましく、より軽量で薄地の織物に仕上げ
る場合には、１５～４０ｇ／ｍ２が好ましく、１５～３５ｇ／ｍ２が特に好ましい。目付
が５０ｇ／ｍ２を超えると、引裂強度が高い生地が得られるものの、厚く重い生地となり
積層体として薄地に仕上げることが難しい。また、１０ｇ／ｍ２未満では、薄くて軽量な
生地を作製することが可能ではあるものの、製織性・積層体加工の難易度が高く、安定し
た積層体布帛が得られない。
【００１９】
　製織に使用する織機としては、特に制限は無く、ウォータージェットルーム織機やエア
ージェットルーム織機、レピア織機を使用することができる。製織後の織物は常法に従っ
て精錬、リラックス、プレセット、染色し必要に応じて撥水処理、吸水加工、抗菌、消臭
などの機能付与加工やカレンダー加工等の後加工を付与することができる。
【００２０】
　中間層（２層目）としての不織布としては、ポリエステル系、ポリプロピレン系、ポリ
エチレン系、ポリビニルアルコール系、ポリアミド系、アクリロニトリル系、アセテート
系、セルロース系、ポリウレタン系などの短繊維不織布、長繊維不織布、フラッシュ紡糸
法による不織布、メルトブロー法による不織布あるいはエレクトロスピニング法による不
織布などを適宜に使用することができる。また、それらの複数を積層したものを使用する
こともできる。本実施形態においては、中間層（２層目）としての不織布は、積層体布帛
全体の引裂強度を高めるために表面層の生地に使用する布帛と同様の種類であることが望
ましい。該不織布としては、長繊維不織布が好ましく、不織布自体の強度が高い方が積層
体としての引裂強度を高めることができるため、ポリエステル系、ポリアミド系、ポリプ
ロピレン系が好ましく、ポリエステル系やポリアミド系がより好ましい。
【００２１】
　中間層（２層目）に使用する不織布の目付は１０～４０ｇ／ｍ２以下が好ましく、より
好ましくは１０～３０ｇ／ｍ２、さらに好ましくは２０～３０ｇ／ｍ２である。目付が４
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０ｇ／ｍ２を超えると引裂きは向上するものの積層体自体が厚くなり、１０ｇ／ｍ２より
小さくすると積層体としての加工性が難しく、また、積層体としての引裂強度が向上しな
い。
【００２２】
　本実施形態においては、積層体布帛の中間層として不織布を使用することで、引裂強度
が向上する。その原因としては以下の事項が挙げられる。例えば、１層目に使用する織物
は経方向及び緯方向にしか糸が配列されていないため、ＪＩＳ－Ｌ－１０９６ ８．１５
．５ Ｄ法（ベンジュラム法）による一定方向での引裂強度の測定では、糸自体の強度が
、引裂強度に影響を及ぼす。しかしながら、不織布は、構成糸がランダムに配置されてい
るため、不織布単体として引裂強度は高くないものの、該織物と積層されることで、織物
が引裂かれる際の補強の役割を演じ、積層体布帛全体としての引裂強度が飛躍的に向上す
ることとなる。
【００２３】
　本実施形態の積層体布帛の３層目に使用する樹脂フィルムは、衣料用途として十分な可
撓性を有していればよく、特に限定はされず、例えば、ポリウレタン系樹脂、ポリエチレ
ンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレートなどのポリエステル系樹脂、アクリル系
樹脂、ポリエチレン、ポリオレフィンなどのポリオレフィン系樹脂、ポリアミド系樹脂、
塩化ビニル系樹脂、合成ゴム、天然ゴム、含フッ素系樹脂などのフィルムを使用すること
ができる。また、樹脂フィルムを積層する方法として、直接コーティング法やラミネート
法が挙げられるが、特に限定はされない。
【００２４】
　直接コーティング法とは、樹脂を布帛の一面に均一な薄膜状に直接塗工し皮膜化する方
法であり、布帛を水中に通過させ皮膜化する湿式法と、乾燥することによって皮膜化する
乾式法がある。ラミネート法とは、予め作製した樹脂フィルムの上に接着剤を塗工して布
帛を積層する方法である。
【００２５】
　樹脂皮膜の透湿性は、皮膜に多数の微細孔を形成して多孔質膜とするか、又は透湿性を
有する樹脂を用いて無孔質膜とすることで達成されるが、透湿性の付与方法は特に限定さ
れない。
　多孔質膜とは、例えば、径０．０００４μｍの水蒸気は透過し、径１００μｍ以上の水
滴は透過しない程度の径の微細孔を多数有し、高い透湿性と防水性を併せ持つ樹脂皮膜で
ある。
　また、無孔質膜とは、分子間の結合が弱い非晶質部分に水蒸気が入り込んでいくことに
より透湿性が発揮されるものであり、無孔質であるため膜厚を薄くすることができること
や高い防水性を有することが特徴である。
【００２６】
　本実施形態においては、織物、編物、及びトリコットからなる群から選ばれるいずれか
一種である表面層（１層目）と中間層（２層目）である不織布との積層、該中間層（２層
目）と樹脂フィルム層である裏面層（３層目）との積層には、接着剤などで接着するラミ
ネート法などの製造技術を用いることができる。
【００２７】
　例えば、織物層と不織布層と樹脂フィルム層との貼り合わせには、例えば、各層間に接
着剤を介在させ貼り合わせる方法、熱的に圧着し密着させる熱圧着方法等を用いることが
できる。かかる接着や熱圧着では、積層面の全面にわたって完全に密着していても、点状
に部分密着していてもよく、特に限定されるものではない。接着剤の種類としては、熱可
塑性樹脂接着剤の他、熱や光などにより反応し硬化する硬化性樹脂接着剤などを使用する
ことができる。例えば、ポリエステル系樹脂、ポリアミド系樹脂、ポリウレタン系樹脂、
シリコーン系樹脂、アクリル系樹脂、ポリ塩化ビニル系樹脂、ポリオレフィン系樹脂など
の接着剤が挙げられ、より好ましくはポリウレタン系樹脂接着剤である。
【００２８】
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　接着剤による被覆率は、特に限定されないが、一般に、被膜率が高い方と剥離強度は高
くなるが引裂強度は低下し、被膜率が低いと引裂強度は高くなるが剥離強度は低くなるた
め、表面層の布帛、中間層の不織布等の性能を見て、接着剤の被膜率や接着剤の量を調整
しながら、引裂強度や剥離強度を決定することが好ましい。
【００２９】
　上記の方法を用いて、織物、丸編、及びトリコットからなる群から選ばれ、合成マルチ
フィラメントからなる表面層（１層目）と不織布である中間層（２層目）とを接着し、さ
らに該中間層（２層目）と樹脂フィルム層である裏面層（３層目）とを接着することによ
り、本実施形態の積層体布帛を製造することができる。
【００３０】
　こうして製造された積層体布帛の引裂強度は、スポーツ衣料としての実用に耐えるため
に、１０～５０Ｎが好ましく、１５～３０Ｎがより好ましい。また、該積層体布帛の破裂
強度は、５Ｎ／２．５４ｃｍが好ましく、６Ｎ以上がより好ましい。
【００３１】
　また、積層体布帛の目付は５０ｇ／ｍ２以上１５０ｇ／ｍ２以下が好ましく、５０ｇ／
ｍ２以上１００ｇ／ｍ２以下がより好ましい。
【００３２】
　積層体布帛の通気度は０．３ｃｃ／ｃｍ２・ｓｅｃ以下が好ましく、０．１ｃｃ／ｃｍ
２・ｓｅｃ以下がより好ましい。通気度は低い方が好ましく、下限は０ｃｃ／ｃｍ２・ｓ
ｅｃである。
【００３３】
　本実施形態の積層体布帛は、引裂強度が高いだけではなく、不織布が表面又は裏面に配
されていないため、摩耗性も高く、繰り返し洗濯後の毛羽立ち等の外観変化もなく、きれ
いな外観を維持する。
【００３４】
　他の実施形態においては、裏面層である樹脂フィルム層の保護の観点から、裏面層であ
る樹脂フィルムに、合成マルチフィラメントからなる織物、編物、及びトリコットからな
る群から選ばれる布帛を、さらに張り合わせることができ、目的に応じて適宜使い分けれ
ばよい。
【００３５】
　なお、本発明において、２層目とは、前述した表面層である１層目と裏面層である３層
目との間に位置する、「中間層」という意味であり、該２層目（中間層）は、単一の層で
あることができるが、そいではなく、同一の層の複数層、又は異なる層の複数層が、全体
として一つの層を構成してもよい。
【００３６】
　本実施形態の積層体は、引裂強度・滑脱抵抗が高いだけではなく、不織布が布帛の表又
裏面にないため、洗濯後の外観品位の低下がなく、摩耗性に優れ、衣料用分野に広く適用
することができる。特に、着用時に衣料同士が擦れることが多い、ウインドブレーカー、
ダウンジャケット、スポーツウェア、アウトドアウェア等の外衣、テント、寝袋、傘地等
に好適であり、とりわけ過酷な環境下で着用され、接触摩擦することが多い、スポーツウ
ェアやアウトドアウェアに好適に使用できる。また、本実施形態の積層体布帛は、薄地軽
量でありながら耐摩耗性に優れるという特徴を有しているため、薄地軽量化された上記衣
料に特に好適に使用できる。
【実施例】
【００３７】
　以下、実施例等により本発明を具体的に説明する。
　以下の実施例等においては以下の測定、評価方法、装置等を使用した。
【００３８】
（１）目付
　ＪＩＳ－Ｌ－１０９６ ８．４．２ 織物、丸編、トリコット、不織布、積層体の標準状
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態における単位面積当たりの質量により求めた。単位はｇ／ｍ２である。
【００３９】
（２）引裂強度（経緯）
　ＪＩＳ－Ｌ－１０９６ ８．１５．５ Ｄ法（ベンジュラム法）により測定した。単位は
Ｎである。
【００４０】
（３）剥離強度
　ＪＩＳ Ｌ １０８９に記載の方法に準拠して経方向の剥離強度を測定した。なお、剥離
強度測定の際には、表地と裏地をチャックで把持し、表地及び裏地間の剥離強度を測定し
たものである。単位はＮ／２．５４ｃｍ（ｉｎｃｈ）である。
　１層目と２層目、及び２層目と３層目の剥離強度を測定し、数値の小さい方を剥離強度
とした。
【００４１】
（４）耐水圧
　ＪＩＳ Ｌ－１０９６（高水圧法）に基づいて測定した。なお、表地及び裏地が編地の
ために、測定時に過剰な膨れが生じ、測定に支障を来すことが多々あるので、それを防止
する目的で、経緯共に７８ｄｔｅｘ／２４ｆナイロン６マルチフィラメント糸を用いた平
織物の２１０本タフタ（経糸密度１２０本／ｉｎｃｈ、緯糸密度９０本／ｉｎｃｈ）を積
層布帛上に重ねて測定した。単位はｍｍである。
【００４２】
（５）通気度
　ＪＩＳ－Ｌ－１０９６ ８．２７．１ Ａ法（フラジール法）により測定した。単位はｃ
ｃ／ｃｍ２・ｓｅｃである。
【００４３】
（６）撥水度
　洗濯処理ＪＩＳ　Ｌ　０２１７　１０３法　吊干し乾燥にて洗濯処理後、ＪＩＳ　Ｌ　
１０９２　スプレー試験による撥水度を測定する。５段階で測定し撥水性が高いものから
順に５、４、３、２、１級となる。
【００４４】
（７）摩耗性
　洗濯処理ＪＩＳ　Ｌ　０２１７　１０３法　吊干し乾燥にて洗濯処理後、ＪＩＳに規定
の摩擦試験機ＩＩ形（学振形）の摩耗子に面ファスナーのフック側（（株）クラレ製 マ
ジックテープ（登録商標））を装着し、試験片台には２０℃、６５％ＲＨ環境下で調湿し
た試料を装着し、２００ｇの荷重で１０００回摩擦し、外観の毛羽立ち具合を下記基準で
判定する。なお、試料の大きさは長さ３ｃｍ×幅３０ｃｍであり、摩耗面積は２ｃｍ×２
０ｃｍである。試験は表面・裏面を経糸方向および緯糸方向にて行ない、悪い方の結果を
総合判定結果とした。
　　　１級：毛羽立ちが多数あり、毛羽が線状または面状に観察されるか又は５０箇所以
上の毛羽立ちが認められる。
　　　２級：１０箇所以上５０箇所未満の毛羽立ちが認められる。
　　　３級：３箇所以上１０箇所未満の毛羽立ちが認められる。
　　　４級：３箇所未満の毛羽立ちが認められる。
　　　５級：毛羽立ちは認められない。
【００４５】
（８）洗濯耐久性
織物の洗濯は、ＪＩＳ Ｌ １０９６ ８．６４．４の織物の寸法変化に記載されているＦ
－２法に準拠して実施した。洗濯１０回は洗濯－脱水－乾燥を１０回繰り返した場合であ
り、洗濯２０回は２０回繰り返した場合である。乾燥方法は吊干しにて行った。
【００４６】
［実施例１～４］
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　表面層として、総繊度９ｄｔｅｘ、フィラメント数５本のナイロン６，６マルチフィラ
メントを用いてフリクション仮撚りを行い、８ｄｔｅｘ、フィラメント数５本、Ｚ撚りの
仮撚加工糸を得た。この糸を経糸と緯糸に用いてウォータージェットルームにより、経密
度２９５本／インチ、緯密度１９５本／インチのリップストップ織物の生機を作製した。
この生機に精練、中間セット、染色、続いて仕上げセットを行った。
　中間層として、ナイロン６長繊維不織布（目付：２０ｇ／ｍ２、又は３０ｇ／ｍ２）を
準備した。
　３層目として、ポリウレタン系樹脂製の親水性樹脂フィルム（膜厚：無孔質樹脂１４μ
ｍ、又は多孔質樹脂２３μｍ）を準備し、ラミネート法により、ポリウレタン系樹脂接着
剤を用いて、表面層と中間層、及び中間層と３層目を接着して積層体を得た。
　得られた積層体の特性等を、以下の表１に示す。
　上記加工前の織物と不織布、不織布とポリウレタン系樹脂製の親水性多孔質樹脂フィル
ムとの積層は、市販の反応型ホットメルト接着剤を加熱溶融させ、グラビアロールにより
点状に塗布した後、織物と不織布、不織布とポリウレタン系樹脂製の親水性多孔質樹脂フ
ィルムを圧着し、湿気硬化させることによって接着加工した。
　次に、積層された加工前の織物の表面に撥水処理を行い、３層構造の防水透湿性の複合
織物を得た。
【００４７】
［実施例５～８］
　表面層として、総繊度１８ｄｔｅｘ、フィラメント数５本のナイロン６，６マルチフィ
ラメントを用いてフリクション仮撚りを行い、１３ｄｔｅｘ、フィラメント数５本、Ｚ撚
りの仮撚加工糸を得た。この糸を経糸と緯糸に用いてウォータージェットルームにより、
経密度２５０本／インチ、緯密度１８０本／インチのリップストップ織物の生機を作製し
た。この生機に実施例１～４と同様に精練、中間セット、染色、続いて仕上げセットを行
った。
　また、仕上げセット後、加工前の織物と不織布、不織布とポリウレタン系樹脂製の親水
性樹脂フィルムとの積層を実施例１～４と同様に行った。
　得られた積層体の特性等を以下の表１に示す。
【００４８】
［実施例９～１２］
　表面層として、総繊度２２ｄｔｅｘ、フィラメント数１７本のナイロン６フィラメント
の生糸を経糸と緯糸に用いてウォータージェットルームにより、経密度１８５本／インチ
、緯密度１５５本／インチのリップストップ織物の生機を作製した。この生機に実施例１
～４と同様に精練、中間セット、染色、続いて仕上げセットを行った。
　また、仕上げセット後、加工前の織物と不織布、不織布とポリウレタン系樹脂製の親水
性樹脂フィルムとの積層を実施例１～４と同様に行った。
　得られた積層体の特性等を以下の表１に示す。
【００４９】
［実施例１３～１６］
　表面層として、総繊度３３ｄｔｅｘ、フィラメント数２６本のナイロン６、６フィラメ
ントの生糸を経糸と緯糸に用いてウォータージェットルームにより、経密度１４０本／イ
ンチ、緯密度１４０本／インチのリップストップ織物の生機を作製した。この生機に実施
例１～４と同様に精練、中間セット、染色、続いて仕上げセットを行った。
　また、仕上げセット後、加工前の織物と不織布、不織布とポリウレタン系樹脂製の親水
性樹脂フィルムとの積層を実施例１～４と同様に行った。
　得られた積層体の特性等を以下の表１に示す。
【００５０】
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【表１】

【００５１】
［比較例１～４］
　実施例９～１２と同様に生機を作製し、同様に精練、中間セット、染色、続けて仕上げ
セットを行った。
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　不織布及びポリウレタン系樹脂製の親水性樹脂フィルムについても、実施例１～４と同
様に準備をしたが、表面層が織物、中間層がポリウレタン系樹脂製の親水性多孔質樹脂フ
ィルム、３層目が不織布となるように接着加工を行った以外は実施例１～４と同様に積層
した。
　得られた積層体の特性等を以下の表２に示す。
　比較例１～４の積層体は、不織布が裏面層（３層目）にあるため、裏面の摩耗性が悪か
った。
【００５２】
［比較例５、６］
　比較例１～４と同様に生機を作製し、同様に精練、中間セット、染色、続けて仕上げセ
ットを行った。
　裏面層として、ポリウレタン系樹脂製の親水性樹脂フィルム（膜厚：無効質１４μｍ、
多孔質２３μｍ）を準備し、ラミネート法により、ポリウレタン系接着剤を用いて、表面
層と裏面層を接着し、３層目として不織布を積層せずに、積層体を得た。
　得られた積層体の特性等を以下の表２に示す。
　上記加工前の織物とポリウレタン系樹脂製の親水性多孔質樹脂フィルムとの積層は、市
販の反応型ホットメルト接着剤を加熱溶融させ、グラビアロールにより点状に塗布した後
、織物とポリウレタン系樹脂製の親水性多孔質樹脂フィルムを圧着し、湿気硬化させるこ
とによって接着加工した。
　次いで、積層された加工前の織物の表面に撥水処理を行い、２層構造の防水透湿性の複
合織物を得た。
　比較例５、６の積層体は、中間層として不織布がないため、引裂強度が１０Ｎ未満であ
った。
【００５３】
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【産業上の利用可能性】
【００５４】
　本発明の積層体布帛は、従来のスポーツ用衣料やアウトドア用衣料と同程度に軽量であ
り、かつ、引裂強度が高く、耐摩耗性も良く、風合いもなめらかで柔らかい。また、不織
布が表又は裏面に出ていないため、繰り返し洗濯後での毛羽立ち等の表面劣化がなく綺麗
な外観が維持されるという特徴がある。したがって、本発明の積層体布帛は、引裂強度・
滑脱抵抗が高く、洗濯後の外観品位が良いため、ウインドブレーカー、ダウンジャケット
、スポーツウェア、アウトドアウェア等の衣料用布帛として好適に用いることができる。
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